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•表題（しょうわ）については
「常永小学校 6年2組
細田　咲 さん（ほそだ さき）」の直筆です。
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区長会との意見交換会
一般質問 ここが聞きたい

議員記者が行く！農業委員会を取材！

昭和町議会が目指すもの
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議会だより



紙 漉 阿 原
築 地 新 居
飯 喰
河 西
上 河 東
上河東二区

～議会基本条例を改正し、新たなステージへ～

昭和町議会が目指すもの昭和町議会が目指すもの区長会との意見交換会区長会との意見交換会

議会基本条例の改正に伴い、町の審議会等の委員に議会議員が就任しないこ
とを明記しました。行政の監視機関として、審議会等に参加せず議会全体で事
業・計画等に対し、討論し、審議会とは違った視点から事業・計画へ意見等を反
映させることができると考えています。

区長会
区の問題点（後継者問題等）は区長会で対応していきたい。また、自治会活動の在り
方、問題点等は専門家の話を聞いてみたいので、議会と提携している山梨学院大学
の教授の講義を受けたいがどうか。
議　会
日程等調整した中で検討する。

今後議員が委員に就任しない主な審議会等

●総合計画審議会●男女共同参画審議会●地域包括支援センター運営協議会
●環境審議会●国民健康保険運営協議会●社会体育施設運営委員会●昭和町水防協議会

その他主な改正内容

●議会への説明等の条項変更＝経緯・内容・比較・財政状況等の明示を具体的に要求
●災害時への危機管理の条項追加＝災害時の行動に際し、

議会災害対策本部設置要綱に準ずることを明記

区長会の活動について

区長会
これまでは議会が地区の要望を吸い上げる場だったと思うが、議員がもっといろんな
投げかけをしてはどうか。
議　会
テーマ等を決めてやっていく形にすれば住民の皆さんと良い話し合いができるので
はないかと思うので、検討し、実施する。
区長会
いろいろな要望等が出るとは思うが、町はこう考えている。というよりも議員個人の
考えを話して欲しい。そうすれば議員と住民の対話になるのでは。
議　会
議会としては地域の悩みや個人の意見をいただきたい。行政関係の質問は担当課の
回答が必要な場合が多く、議員個々の意見は述べにくい。

井戸端会議について

／窪田俊明
／磯部光美
／高野和秀（副会長）
／山畠　実
／向山　晃
／河西芳彦

西 条 一 区
西 条 二 区
清 水 新 居
西 条 新 田
押 越
河 東 中 島

／曽根孝順
／小宮山稔
／藤原勇一
／鮎川　哲（会長）
／有賀　勝
／深澤敏朗（副会長）

敬称略〈以上12地区区長・ほか町議会議員〉

参加者
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昭和町議会が目指すもの昭和町議会が目指すもの区長会との意見交換会区長会との意見交換会

議会基本条例の改正に伴い、町の審議会等の委員に議会議員が就任しないこ
とを明記しました。行政の監視機関として、審議会等に参加せず議会全体で事
業・計画等に対し、討論し、審議会とは違った視点から事業・計画へ意見等を反
映させることができると考えています。

区長会
区の問題点（後継者問題等）は区長会で対応していきたい。また、自治会活動の在り
方、問題点等は専門家の話を聞いてみたいので、議会と提携している山梨学院大学
の教授の講義を受けたいがどうか。
議　会
日程等調整した中で検討する。

今後議員が委員に就任しない主な審議会等

●総合計画審議会●男女共同参画審議会●地域包括支援センター運営協議会
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区長会の活動について

区長会
これまでは議会が地区の要望を吸い上げる場だったと思うが、議員がもっといろんな
投げかけをしてはどうか。
議　会
テーマ等を決めてやっていく形にすれば住民の皆さんと良い話し合いができるので
はないかと思うので、検討し、実施する。
区長会
いろいろな要望等が出るとは思うが、町はこう考えている。というよりも議員個人の
考えを話して欲しい。そうすれば議員と住民の対話になるのでは。
議　会
議会としては地域の悩みや個人の意見をいただきたい。行政関係の質問は担当課の
回答が必要な場合が多く、議員個々の意見は述べにくい。

井戸端会議について

／窪田俊明
／磯部光美
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○26 昭和町公告式条例中改正の件○27 昭和町総合計画審議会条例中改正の件○28 昭和町環境審議会条例中改正の件○29 昭和町中
小企業・小規模企業振興基本条例制定の件○30 昭和町水防協議会条例中改正の件○31 昭和町開発許可等の許可基準に関する条
例制定の件○32 昭和町放課後児童健全事業の設備及び運営に関する基準を定める条例中改正の件○33 昭和町指定居宅サービス
等の事業に関する基準等を定める条例廃止の件○34 昭和町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例制定の件○35 昭和町国民健康保険税条例中改正の件　以上10案件につきましては、全員賛成で可決となりました。

○1 昭和町国民健康保険条例中改正の件○2 昭和町国民健康保険税条例中改正の件○3 昭和町税条例中改正の件○4 平成29年度
昭和町一般会計補正予算（第6号）について○5 平成29年度昭和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）について○6 平成
29年度昭和町介護保険特別会計補正予算（第4号）について○7 平成29年度昭和町下水道事業特別会計補正予算（第5号）につ
いての専決処分を求めることについて
以上7件につきましては、全員賛成で承認となりました。

○1 子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める請願
○2 昭和町各機関における非行行政書士行為排除の徹底を求める請願の以上2件につきましては、全員賛成で採択となりました。

昭和町消防団員の昭和町立温
水プール等の使用料免除に関す
る条例制定の件

昭和町議会広報発行に
関する条例中改正の件

議員派遣の件

子どもの歯科矯正に保険
適用の拡充を求める意見書

平成30年度一般会計及び
特別会計補正予算

押原公園人工芝張替工事
請負契約締結の件

（仮称）
昭和町子育て支援拠点センター
用地及び建物の取得の件
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今回、議提第2号について賛成討論・反対討論がありました。以下抜粋した内容を記載。
●賛成討論：堀　門太議員
この議案を提出するにあたってボランティア団体の代表にアンケートを実施した。そのアンケートの中でこの条例を制定す
ることに賛成の方もいた。無償で活動して頂いている方々もこの条例に賛成されていることを踏まえ、消防団に対する使用
料免除の条例制定は可決されるべきものだと考える。
●反対討論：石原 高明議員
ボランティア団体だけでなく、多くの団体の整合性を考慮すべきであり、当局では、既に行っている消防団の支援策と、消防
団のニーズに即した新たな支援策の検討を行い、年度内の要綱策定に向け進めているところであり、新たな条例は必要な
いものと考え、条例制定は反対する。

決まったこと
　平成30年6月定例会は、6月6日から12日まで7日間の会期で開きました。町長
提出の専決関係7案件、条例関係10案件、平成30年度一般会計および特別会
計補正予算2案件、その他10案件を審議しました。
　一般質問では8人の議員が12件について活発な質問・意見を展開しました。

6月
定例会で

案件名 審議
結果

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

賛成少数で
否決

全員賛成で
可決

種 別

議案
第24号

議案
第25号

議案第36号

～

議案第37号

請願第1号

～

請願第2号

○1 昭和町教育委員会委員の任命について
○2 昭和町教育委員会委員の任命についての以上2件につきましては、全員賛成で同意となりました。

同意第1号

～

同意第2号

意見書
第1号

議提
第1号

議提
第2号

委提
第2号

承認
第1号

～

承認
第7号
議案
第26号

～

議案
第35号

※

〈詳細は7月末更新予定のHPの会議録をご覧ください。〉 ※塚原 將司議員は議長のため、採決には加わっていません。

ほたるんに聞いてみよう！

　まず、（仮称）昭和町子育て支援拠点センター用
地及び建物の取得の件から説明するよ。
　これは、子育て支援拠点センターをつくるため
に、建物とその場所を買ってもいいですか？って
いうものなんだよ。お金が沢山かかるものを役場
の人たちの判断だけで決めちゃうのはよくない
よね。だからお金がかかるものを買ったり、つくっ
たりするときは町民の代表（議員さん）に聞いて
からいろいろ進めるんだ。

拡大版！

ねえねえほたるん。
「（仮称）昭和町子育て支援拠点センター用地及び
建物の取得の件」と「押原公園人工芝張替工事
請負契約締結の件」ってなにが決まったの？

　次に、押原公園人工芝張替工事請負契約締結
の件の説明をするね。
　町が業者さんにお仕事を頼むときに、「だれか
やりたい人いるかな？一番安く、いい仕事をして
くれる人にお仕事をお願いするよ」って業者さん
にお知らせするんだ。こっちもお金が沢山かかる
ものだから、少しでも安く、そしていい仕事をして
くれる業者さんがやってくれるのが一番だよね。
　今回はその決め方でこの値段でやってもらうけ
ど議会の皆さんいいですか？っていうものだよ。

　町のことでお金が沢山かかるときには絶対に町民の代表《議会》
の了承をもらわなきゃいけない。しっかりお金の使い道や、どうい
うやりくりをしていくか、について質問もしているし、ダメなとこ
ろは直してもらったりして、はじめて沢山のお金が使えるんだ。
　町民の代わりに皆が納めている大切な税金の使い道について
しっかり監視するのも議会の役割なんだよ。

またわからないことが
あったら聞いてね！

ここが
支援拠点センター
になるよ！
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○26 昭和町公告式条例中改正の件○27 昭和町総合計画審議会条例中改正の件○28 昭和町環境審議会条例中改正の件○29 昭和町中
小企業・小規模企業振興基本条例制定の件○30 昭和町水防協議会条例中改正の件○31 昭和町開発許可等の許可基準に関する条
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を定める条例制定の件○35 昭和町国民健康保険税条例中改正の件　以上10案件につきましては、全員賛成で可決となりました。
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29年度昭和町介護保険特別会計補正予算（第4号）について○7 平成29年度昭和町下水道事業特別会計補正予算（第5号）につ
いての専決処分を求めることについて
以上7件につきましては、全員賛成で承認となりました。
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○2 昭和町各機関における非行行政書士行為排除の徹底を求める請願の以上2件につきましては、全員賛成で採択となりました。
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る条例制定の件

昭和町議会広報発行に
関する条例中改正の件

議員派遣の件

子どもの歯科矯正に保険
適用の拡充を求める意見書

平成30年度一般会計及び
特別会計補正予算

押原公園人工芝張替工事
請負契約締結の件
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今回、議提第2号について賛成討論・反対討論がありました。以下抜粋した内容を記載。
●賛成討論：堀　門太議員
この議案を提出するにあたってボランティア団体の代表にアンケートを実施した。そのアンケートの中でこの条例を制定す
ることに賛成の方もいた。無償で活動して頂いている方々もこの条例に賛成されていることを踏まえ、消防団に対する使用
料免除の条例制定は可決されるべきものだと考える。
●反対討論：石原 高明議員
ボランティア団体だけでなく、多くの団体の整合性を考慮すべきであり、当局では、既に行っている消防団の支援策と、消防
団のニーズに即した新たな支援策の検討を行い、年度内の要綱策定に向け進めているところであり、新たな条例は必要な
いものと考え、条例制定は反対する。

決まったこと
　平成30年6月定例会は、6月6日から12日まで7日間の会期で開きました。町長
提出の専決関係7案件、条例関係10案件、平成30年度一般会計および特別会
計補正予算2案件、その他10案件を審議しました。
　一般質問では8人の議員が12件について活発な質問・意見を展開しました。

6月
定例会で

案件名 審議
結果

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

賛成少数で
否決

全員賛成で
可決
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議案
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議案第36号

～

議案第37号

請願第1号
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請願第2号

○1 昭和町教育委員会委員の任命について
○2 昭和町教育委員会委員の任命についての以上2件につきましては、全員賛成で同意となりました。
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～
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意見書
第1号

議提
第1号
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第2号

承認
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承認
第7号
議案
第26号
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議案
第35号
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〈詳細は7月末更新予定のHPの会議録をご覧ください。〉 ※塚原 將司議員は議長のため、採決には加わっていません。

ほたるんに聞いてみよう！

　まず、（仮称）昭和町子育て支援拠点センター用
地及び建物の取得の件から説明するよ。
　これは、子育て支援拠点センターをつくるため
に、建物とその場所を買ってもいいですか？って
いうものなんだよ。お金が沢山かかるものを役場
の人たちの判断だけで決めちゃうのはよくない
よね。だからお金がかかるものを買ったり、つくっ
たりするときは町民の代表（議員さん）に聞いて
からいろいろ進めるんだ。

拡大版！

ねえねえほたるん。
「（仮称）昭和町子育て支援拠点センター用地及び
建物の取得の件」と「押原公園人工芝張替工事
請負契約締結の件」ってなにが決まったの？

　次に、押原公園人工芝張替工事請負契約締結
の件の説明をするね。
　町が業者さんにお仕事を頼むときに、「だれか
やりたい人いるかな？一番安く、いい仕事をして
くれる人にお仕事をお願いするよ」って業者さん
にお知らせするんだ。こっちもお金が沢山かかる
ものだから、少しでも安く、そしていい仕事をして
くれる業者さんがやってくれるのが一番だよね。
　今回はその決め方でこの値段でやってもらうけ
ど議会の皆さんいいですか？っていうものだよ。

　町のことでお金が沢山かかるときには絶対に町民の代表《議会》
の了承をもらわなきゃいけない。しっかりお金の使い道や、どうい
うやりくりをしていくか、について質問もしているし、ダメなとこ
ろは直してもらったりして、はじめて沢山のお金が使えるんだ。
　町民の代わりに皆が納めている大切な税金の使い道について
しっかり監視するのも議会の役割なんだよ。

またわからないことが
あったら聞いてね！

ここが
支援拠点センター
になるよ！

支援拠点センター
になるよ！
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る
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疑

（
仮
称
）生
涯
学
習
館
の

建
設
に
つ
い
て
生
涯
学
習

課
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、

建
設
予
定
地
（
押
越
地

内
）が
決
定
し
た
。そ
の

後
町
の
基
本
的
な
考
え

方
が
示
さ
れ
た
。

建
物
約
４
、０
０
０
㎡
。

駐
車
場
用
地
約
３
０
０
台

が
必
要
。

地
方
分
権
対
策

特
別
委
員
会

河
田
議
員

　第
２
次
昭
和

町
食
育
推
進
計
画
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

教
育
長

　こ
し
ょ
く（
個
食・

孤
食・粉
食
）等
、食
に
お
け

る
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が

必
要
で
あ
る
。

　食
事
を
と
る
の
は
基
本

的
に
は
家
庭
な
の
で
、家
庭

で
の
食
育
を
充
実
し
て
い
く

よ
う
進
め
て
い
く
。

鷹
野
議
員

　子
ど
も
の
貧

困
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長

　庁
内
の

組
織
づ
く
り
や
会
議
を
開

催
し
、各
課
に
お
い
て
支
援

に
つい
て
検
討
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の

条
例
改
正
に
つ
い
て

国
保
事
業
に
つ
い
て

河
住
議
員

　放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
条
例
改

正
で
５
年
以
上
事
業
に
従

事
し
た
者
で
町
長
が
適
当

と
認
め
た
も
の
は
担
当
職
員

と
な
れ
る
そ
う
だ
が
、年
齢

制
限
は
あ
る
の
か
。

福
祉
課
長

　年
齢
制
限
は

な
い
。

中
澤
議
員

　国
保
事
業
の

主
体
が
県
へ
移
る
に
際
し

て
、町
で
余
剰
金
が
生
じ
た

場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
民
窓
口
課
長

　余
剰
金

に
つい
て
は
基
金
へ
積
み
立
て

る
。

河
住
議
員

　地
域
密
着
型

の
通
所
介
護
事
業
所
は
町

内
に
い
く
つ
存
在
す
る
の

か
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　本

町
内
に
は
、全
部
で
４
つ
の
事

業
所
が
存
在
す
る
。

（
仮
称
）昭
和
町
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
長
よ
り

報
告

三
井
議
員

　昭
和
町
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
工
事
は

何
月
に
始
め
完
成
は
い
つ
に

な
る
の
か
。

　ま
た
、小
児
用
ト
イ
レ
に

つい
て
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

副
町
長

　補
助
金
対
象
で

あ
る
た
め
、申
請
を
し
た
ら

今
年
度
で
は
な
く
、来
年
度

に
補
助
金
が
付
く
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、１
年
遅
れ
に
な

る
。　現

在
考
え
て
い
る
の
は
、

１
階
部
分
を
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
す
る
が
、今
ま
で

使
っ
て
い
た
配
線
等
の
関
係

で
床
に
凸
凹
が
あ
り
、そ
れ

を
平
ら
に
し
、パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
等
で
仕
切
り
を
す
る
等
の

工
事
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　ま
た
、小
児
用
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
他
施
設
の
も
の
を

防
災
備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て

参
考
に
す
る
。

石
原（
一
）議
員

　国
母
工
業

団
地
内
に
昭
和
町
防
災
備

蓄
倉
庫
が
あ
る
が
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

　平
成
22

年
５
月
31
日
ま
で
、甲
府
広

域
行
政
事
務
組
合
か
ら
借

用
し
て
い
た
が
、現
在
は
返

却
し
、町
の
所
有
で
は
な
く

甲
府
広
域
が
所
有
し
て
い
る

為
、活
用
は
し
て
い
な
い
。

昭
和
町
消
防
団
員
の
昭
和

町
立
温
水
プ
ー
ル
等
の
使

用
料
免
除
に
関
す
る
条
例

制
定
の
件
に
つ
い
て

　議
員
提
案
で
河
住
議
員・

堀
議
員
よ
り
温
水
プ
ー
ル
等

の
使
用
料
免
除
に
関
す
る
条

例
制
定
の
件
が
提
出
さ
れ

た
。　過

去
の
総
務
常
任
委
員

会
に
お
い
て
堀
議
員
か
ら
消

防
団
の
活
動
支
援
策
と
し

て
の
提
案
を
受
け
、他
に
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
る

中
で
消
防
団
員
の
み
を
特

別
扱
い
は
出
来
な
い
と
の
理

由
で
当
局
及
び
議
会
で
否

決
さ
れ
た
経
緯
等
を
踏
ま

え
、今
回
も
委
員
会
の
中
で

消
防
団
員
の
み
特
別
扱
い
出

来
な
い
と
の
意
見
が
多
数
あ

り
否
決
と
な
っ
た
。

押
原
公
園

人
工
芝
張
替
に
つ
い
て

　

依
田
議
員

　他
の
公
園
等
に

現
状
の
人
工
芝
を
再
利
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、考
え
方

は
良
い
。し
か
し
可
燃
物
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
場
所
に

よ
っ
て
は
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

等
で
火
災
の
恐
れ
が
あ
る
、そ

の
点
の
管
理・周
知
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

都
市
整
備
課
長

　充
填
剤
に

砂
が
使
用
さ
れ
て
お
り
砂
が

水
分
を
含
ん
で
は
い
る
が
、押

原
公
園
、ほ
か
の
公
園
に
つ
い

て
も
園
内
禁
煙
を
周
知
徹
底

し
て
い
く
。

鷹
野
議
員

　人
工
芝
張
替
の

工
期
中
と
休
止
期
間
に
１
ヵ

月
の
差
が
あ
る
が
、ど
の
よ
う

な
工
事
計
画
な
の
か
。

都
市
整
備
課
長

　管
理
記

録
及
び
書
類
整
理
、ま
た
検

査
等
の
期
間
も
含
め
た
工
期

計
画
と
な
って
い
る
。

依
田
議
員

　昭
和
町
中
小

企
業
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
の
10
条
及
び
11
条
に

よ
り
、振
興
計
画
が
作
成
で

き
る
と
な
っ
て
い
る
が
、振
興

計
画
は
ど
う
な
って
い
る
か
。

環
境
経
済
課
長

　今
後
で
き

る
だ
け
早
く
、振
興
計
画
を

作
成
し
て
い
き
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会
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扱
わ
れ
て
い
る
の
で
場
所
に

よ
っ
て
は
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

等
で
火
災
の
恐
れ
が
あ
る
、そ

の
点
の
管
理・周
知
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

都
市
整
備
課
長

　充
填
剤
に

砂
が
使
用
さ
れ
て
お
り
砂
が

水
分
を
含
ん
で
は
い
る
が
、押

原
公
園
、ほ
か
の
公
園
に
つ
い

て
も
園
内
禁
煙
を
周
知
徹
底

し
て
い
く
。

鷹
野
議
員

　人
工
芝
張
替
の

工
期
中
と
休
止
期
間
に
１
ヵ

月
の
差
が
あ
る
が
、ど
の
よ
う

な
工
事
計
画
な
の
か
。

都
市
整
備
課
長

　管
理
記

録
及
び
書
類
整
理
、ま
た
検

査
等
の
期
間
も
含
め
た
工
期

計
画
と
な
って
い
る
。

依
田
議
員

　昭
和
町
中
小

企
業
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
の
10
条
及
び
11
条
に

よ
り
、振
興
計
画
が
作
成
で

き
る
と
な
っ
て
い
る
が
、振
興

計
画
は
ど
う
な
って
い
る
か
。

環
境
経
済
課
長

　今
後
で
き

る
だ
け
早
く
、振
興
計
画
を

作
成
し
て
い
き
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会
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　本
町
に
は
常
永
地
区
の
諏
訪
神

社
の
さ
く
ら
、山
伏
川
の
さ
く
ら
、

今
川
の
さ
く
ら
が
あ
り
、ま
た
西

条
地
区
で
は
彩
の
広
場
憩
い
の
桜

創
出
事
業
が
進
め
ら
れ
る
。

　
さ
く
ら
を
地
域
資
源
と
し
て
活

用
し
、特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

　押
原
地
区
の
山
伏
川
、今
川
、常

永
地
区
の
諏
訪
神
社
の
ほ
か
、西
条

　昭
和
町
業
務
継
続
計
画
で
は
、

役
場
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
は
、押
原
公
園
管
理
棟
を
、

ま
た
そ
れ
が
使
用
で
き
な
い
場
合

は
、公
共
施
設
の
う
ち
本
部
機
能

を
確
保
で
き
る
施
設
に
本
部
を
設

置
す
る
と
あ
る
。洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マッ
プ
、液
状
化
危
険
度
マッ
プ
に
お

い
て
、金
融
機
関
の
建
物
は
よ
り
安

全
性
の
高
い
場
所
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。こ
の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

は
、子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
の
整

備
を
第
一に
、譲
渡
後
に
機
能
を
精

査
し
円
滑
に
進
め
た
い
。

　ま
た
バッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
に
つ
い

て
は
、民
間
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

利
用
も
視
野
に
入
れ
、最
善
な
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

は
被
雇
用
者
で
各
事
業
所
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
だ
。

　
企
業
支
援
に
つ
な
が
る
か
た
ち

で
現
状
の
補
助
制
度
を
拡
大
充

実
さ
れ
て
、消
防
団
員
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
は
ど
う
か
。

　地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団

員
に
は
専
門
的
な
知
識
や
免
許
、

資
格
が
必
要
と
な
る
場
面
が
想
定

さ
れ
る
。各
種
免
許・資
格
の
取
得

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
担
当
課
で

検
討
し
て
い
る
。

　消
防
団
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
ふ
ま

え
、消
防
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、

年
度
内
の
要
綱
策
定
に
向
け
進
め

て
い
く
。

　
本
年
度
、取
得
予
定
の
前
の
山

梨
中
央
銀
行
昭
和
支
店
の
２
階

部
分
を
、大
規
模
災
害
発
生
時
に

庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
の
代
替
え
施
設
に
し
て
は
ど

う
か
。　

ま
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
の

保
管
体
制
を
ど
の
よ
う
に
検
討
、

整
備
す
る
の
か
。

地
区
の
彩
の
広
場
に
桜
を
活
用
し

た
憩
い
の
場
と
し
て
の
機
能
を
持

た
せ
、地
域
や
周
辺
企
業
な
ど
と
の

協
働
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
協
働
の
イ
ベ
ン
ト
は
い
つ
ご
ろ

始
め
る
考
え
か
。

　彩
の
広
場
への
桜
の
植
樹
は
平
成

31
年
２
月
に
行
う
予
定
で
、開
花

は
早
く
て
も
平
成
32
年
春
と
思
わ

れ
る
。協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化

も
平
成
32
年
に
向
け
て
諸
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　　昭
和
町
で
は
消
防
団
員
数
は

確
保
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
８
割

地
域
資
源
の
さ
く
ら
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

彩
の
広
場
の
さ
く
ら
を
活
用
し
、

地
域
と
協
働
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い

Q
企
業
支
援
に
つ
な
が
る

補
助
制
度
の
拡
充
で

消
防
団
員
の
サ
ポ
ー
ト
を

Q
金
融
機
関
の
建
物
を

大
規
模
災
害
発
生
時
の

庁
舎
の
代
替
え
施
設
に

A
年
度
内
の
要
綱
策
定
に

向
け
検
討
し
て
い
く

A
安
全
性
の
高
い
建
物
な
の
で

可
能
と
考
え
ら
れ
る

依
田

依
田

依
田

町
長

町
長

町
長

企
画
財
政
課
長

再
質
問

Q
A

林　和仁 議員
は や し か ず ひ と

　人口
減
少
が
進
む
と
、社
会

を
支
え
る
働
き
盛
り
の
生
産
年

齢
人
口（
15
歳
〜
65
歳
未
満
）が

減
少
す
る
た
め
、自
治
体
の
税

収
が
減
り
、財
政
も
福
祉
も
成

り
立
た
な
く
な
り
、自
治
体
機

能
が
維
持
で
き
な
く
な
る
。

　
地
方
衰
退
の
原
因
は
人
口
減

少
問
題
で
あ
る
。

　平成
の
大
合
併
で
は
、平
成

11
年
に
全
国
３
、２
３
２
あ
っ
た

市
町
村
が
、平
成
26
年
に
は
１
、

７
１
８
市
町
村
に
な
り
、実
に

１
、５
１
４
市
町
村
が
統
合
さ
れ

た
。

　
県
内
で
も
合
併
に
よ
り
64
市

町
村
が
27
市
町
村
に
な
っ
た
。

業
や
小
規
模
企
業
を
応
援
す
る

町
独
自
の
優
遇
制
度
は
現
在
は

な
い
が
、国
や
県
な
ど
の
優
遇
制

度
を
活
用
し
て
働
き
か
け
を
し

た
ら
と
考
え
る
が
。

　本
町
の
実
情
に
沿
っ
た
企
業
支

援
の
在
り
方
を
調
査
し
な
が
ら
、

県
な
ど
と
も
連
携
を
密
に
し
て

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

て
お
り
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
骨
組
み
は
整
っ
て
い
る
の
で
、

昭
和
町
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
新
し

い
価
値
を
加
え
、来
た
る
将
来
に

今
か
ら
備
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

　現
在
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、計
画
に
基
づ
く

土
地
利
用
な
ど
も
、着
実
に
進
め

て
い
く
た
め
の
道
筋
を
整
え
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。１０
年
先
、２０
年
先

を
見
据
え
、福
祉
や
教
育
な
ど
の

ソ
フ
ト
事
業
と
あ
わ
せ
て
、町
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　さ
ら
に
、（
仮
称
）生
涯
学
習
館

を
、町
民
の
皆
様
の
拠
り
所
や
、

地
域
の
力
を
生
み
出
す
も
の
と

し
て
整
備
し
、昭
和
町
の
付
加
価

値
を
高
め
た
い
。

　町の
活
性
化
を
図
る
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
企
業
誘
致
が
必
要

だ
。昭
和
町
は
、創
業
比
率
が
非

常
に
高
く
、２
０
０
９
年
〜
２
０

１
２
年
の
経
済
セ
ン
サ
ス
に
基

づ
く
統
計
調
査
で
は
、県
内
で
１

位
全
国
で
は
12
位
と
、企
業
誘

致
に
は
い
ず
れ
の
企
業
も
大
変

適
し
た
地
域
で
あ
り
、中
小
企

　昭和
町
で
は
、住
民
意
向
調

査
に
よ
り
合
併
し
な
い
と
い
う

選
択
を
し
、近
年
で
は
、常
永
土

地
区
画
整
理
事
業
を
行
い
、昨

年
12
月
に
は
町
の
人
口
は
２
万

人
を
超
え
、他
町
村
で
は
見
ら

れ
な
い
推
移
で
人
口
増
加
が
続

く
、活
気
の
あ
る
町
と
な
っ
て
い

る
。

　
昭
和
町
第
６
次
総
合
計
画
の

目
標
人
口
で
は
、平
成
37
年
に

は
人
口
２
１
、５
０
０
人
と
見
込

み
、昭
和
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

い
て
は
、平
成
47
年
に
は
人
口
２

１
、９
０
０
人
と
緩
や
か
に
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、少
子

高
齢
化
時
代
は
昭
和
町
も
例
外

で
は
な
く
、近
い
将
来
、人
口
減

少
は
、避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ

る
。

　
次
世
代
が
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、人

口
減
少
へ
の
対
策
は
今
か
ら
や

ら
ね
ば
遅
く
、喫
緊
の
課
題
で

あ
る
が
、町
の
考
え
は
。

　本
町
で
も
将
来
的
に
は
人
口

減
少・少
子
高
齢
社
会
は
確
実
に

進
行
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。単

独
町
の
利
点
を
活
か
し
、コ
ン
パ

ク
ト
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
形
成
し

人口減少への対策は

将来を見据えながら、
町の付加価値を高めていく

林

町
長

環
境
経
済
課
長

再
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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依田　茂巳 議員
よ だ し げ み

　本
町
に
は
常
永
地
区
の
諏
訪
神

社
の
さ
く
ら
、山
伏
川
の
さ
く
ら
、

今
川
の
さ
く
ら
が
あ
り
、ま
た
西

条
地
区
で
は
彩
の
広
場
憩
い
の
桜

創
出
事
業
が
進
め
ら
れ
る
。

　
さ
く
ら
を
地
域
資
源
と
し
て
活

用
し
、特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

　押
原
地
区
の
山
伏
川
、今
川
、常

永
地
区
の
諏
訪
神
社
の
ほ
か
、西
条

　昭
和
町
業
務
継
続
計
画
で
は
、

役
場
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
は
、押
原
公
園
管
理
棟
を
、

ま
た
そ
れ
が
使
用
で
き
な
い
場
合

は
、公
共
施
設
の
う
ち
本
部
機
能

を
確
保
で
き
る
施
設
に
本
部
を
設

置
す
る
と
あ
る
。洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マッ
プ
、液
状
化
危
険
度
マッ
プ
に
お

い
て
、金
融
機
関
の
建
物
は
よ
り
安

全
性
の
高
い
場
所
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。こ
の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

は
、子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
の
整

備
を
第
一に
、譲
渡
後
に
機
能
を
精

査
し
円
滑
に
進
め
た
い
。

　ま
た
バッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
に
つ
い

て
は
、民
間
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

利
用
も
視
野
に
入
れ
、最
善
な
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

は
被
雇
用
者
で
各
事
業
所
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
だ
。

　
企
業
支
援
に
つ
な
が
る
か
た
ち

で
現
状
の
補
助
制
度
を
拡
大
充

実
さ
れ
て
、消
防
団
員
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
は
ど
う
か
。

　地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団

員
に
は
専
門
的
な
知
識
や
免
許
、

資
格
が
必
要
と
な
る
場
面
が
想
定

さ
れ
る
。各
種
免
許・資
格
の
取
得

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
担
当
課
で

検
討
し
て
い
る
。

　消
防
団
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
ふ
ま

え
、消
防
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、

年
度
内
の
要
綱
策
定
に
向
け
進
め

て
い
く
。

　
本
年
度
、取
得
予
定
の
前
の
山

梨
中
央
銀
行
昭
和
支
店
の
２
階

部
分
を
、大
規
模
災
害
発
生
時
に

庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
の
代
替
え
施
設
に
し
て
は
ど

う
か
。　

ま
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
の

保
管
体
制
を
ど
の
よ
う
に
検
討
、

整
備
す
る
の
か
。

地
区
の
彩
の
広
場
に
桜
を
活
用
し

た
憩
い
の
場
と
し
て
の
機
能
を
持

た
せ
、地
域
や
周
辺
企
業
な
ど
と
の

協
働
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
協
働
の
イ
ベ
ン
ト
は
い
つ
ご
ろ

始
め
る
考
え
か
。

　彩
の
広
場
への
桜
の
植
樹
は
平
成

31
年
２
月
に
行
う
予
定
で
、開
花

は
早
く
て
も
平
成
32
年
春
と
思
わ

れ
る
。協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化

も
平
成
32
年
に
向
け
て
諸
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　　昭
和
町
で
は
消
防
団
員
数
は

確
保
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
８
割

地
域
資
源
の
さ
く
ら
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

彩
の
広
場
の
さ
く
ら
を
活
用
し
、

地
域
と
協
働
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い

Q
企
業
支
援
に
つ
な
が
る

補
助
制
度
の
拡
充
で

消
防
団
員
の
サ
ポ
ー
ト
を

Q
金
融
機
関
の
建
物
を

大
規
模
災
害
発
生
時
の

庁
舎
の
代
替
え
施
設
に

A
年
度
内
の
要
綱
策
定
に

向
け
検
討
し
て
い
く

A
安
全
性
の
高
い
建
物
な
の
で

可
能
と
考
え
ら
れ
る

依
田

依
田

依
田

町
長

町
長

町
長

企
画
財
政
課
長

再
質
問

Q
A

林　和仁 議員
は や し か ず ひ と

　人口
減
少
が
進
む
と
、社
会

を
支
え
る
働
き
盛
り
の
生
産
年

齢
人
口（
15
歳
〜
65
歳
未
満
）が

減
少
す
る
た
め
、自
治
体
の
税

収
が
減
り
、財
政
も
福
祉
も
成

り
立
た
な
く
な
り
、自
治
体
機

能
が
維
持
で
き
な
く
な
る
。

　
地
方
衰
退
の
原
因
は
人
口
減

少
問
題
で
あ
る
。

　平成
の
大
合
併
で
は
、平
成

11
年
に
全
国
３
、２
３
２
あ
っ
た

市
町
村
が
、平
成
26
年
に
は
１
、

７
１
８
市
町
村
に
な
り
、実
に

１
、５
１
４
市
町
村
が
統
合
さ
れ

た
。

　
県
内
で
も
合
併
に
よ
り
64
市

町
村
が
27
市
町
村
に
な
っ
た
。

業
や
小
規
模
企
業
を
応
援
す
る

町
独
自
の
優
遇
制
度
は
現
在
は

な
い
が
、国
や
県
な
ど
の
優
遇
制

度
を
活
用
し
て
働
き
か
け
を
し

た
ら
と
考
え
る
が
。

　本
町
の
実
情
に
沿
っ
た
企
業
支

援
の
在
り
方
を
調
査
し
な
が
ら
、

県
な
ど
と
も
連
携
を
密
に
し
て

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

て
お
り
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
骨
組
み
は
整
っ
て
い
る
の
で
、

昭
和
町
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
新
し

い
価
値
を
加
え
、来
た
る
将
来
に

今
か
ら
備
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

　現
在
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、計
画
に
基
づ
く

土
地
利
用
な
ど
も
、着
実
に
進
め

て
い
く
た
め
の
道
筋
を
整
え
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。１０
年
先
、２０
年
先

を
見
据
え
、福
祉
や
教
育
な
ど
の

ソ
フ
ト
事
業
と
あ
わ
せ
て
、町
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　さ
ら
に
、（
仮
称
）生
涯
学
習
館

を
、町
民
の
皆
様
の
拠
り
所
や
、

地
域
の
力
を
生
み
出
す
も
の
と

し
て
整
備
し
、昭
和
町
の
付
加
価

値
を
高
め
た
い
。

　町の
活
性
化
を
図
る
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
企
業
誘
致
が
必
要

だ
。昭
和
町
は
、創
業
比
率
が
非

常
に
高
く
、２
０
０
９
年
〜
２
０

１
２
年
の
経
済
セ
ン
サ
ス
に
基

づ
く
統
計
調
査
で
は
、県
内
で
１

位
全
国
で
は
12
位
と
、企
業
誘

致
に
は
い
ず
れ
の
企
業
も
大
変

適
し
た
地
域
で
あ
り
、中
小
企

　昭和
町
で
は
、住
民
意
向
調

査
に
よ
り
合
併
し
な
い
と
い
う

選
択
を
し
、近
年
で
は
、常
永
土

地
区
画
整
理
事
業
を
行
い
、昨

年
12
月
に
は
町
の
人
口
は
２
万

人
を
超
え
、他
町
村
で
は
見
ら

れ
な
い
推
移
で
人
口
増
加
が
続

く
、活
気
の
あ
る
町
と
な
っ
て
い

る
。

　
昭
和
町
第
６
次
総
合
計
画
の

目
標
人
口
で
は
、平
成
37
年
に

は
人
口
２
１
、５
０
０
人
と
見
込

み
、昭
和
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

い
て
は
、平
成
47
年
に
は
人
口
２

１
、９
０
０
人
と
緩
や
か
に
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、少
子

高
齢
化
時
代
は
昭
和
町
も
例
外

で
は
な
く
、近
い
将
来
、人
口
減

少
は
、避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ

る
。

　
次
世
代
が
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、人

口
減
少
へ
の
対
策
は
今
か
ら
や

ら
ね
ば
遅
く
、喫
緊
の
課
題
で

あ
る
が
、町
の
考
え
は
。

　本
町
で
も
将
来
的
に
は
人
口

減
少・少
子
高
齢
社
会
は
確
実
に

進
行
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。単

独
町
の
利
点
を
活
か
し
、コ
ン
パ

ク
ト
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
形
成
し

人口減少への対策は

将来を見据えながら、
町の付加価値を高めていく

林

町
長

環
境
経
済
課
長

再
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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立
地
や
既
存
工
場
の
増
築
等
が

行
い
や
す
い
環
境
を
整
え
た
。

　ま
た
、「
昭
和
町
産
業
立
地
事

業
に
対
す
る
助
成
金
の
支
給
に

関
す
る
要
綱
」の
改
正
に
よ
り
、

様
々
な
分
野
の
企
業
の
立
地
等

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　ま
た
、山
梨
県
と
県
内
27
市
町

村
が
連
携
し
た
計
画「
や
ま
な
し

未
来
も
の
づ
く
り
推
進
計
画
」に

よ
り
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

企
業
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、平
成
28
年
に
策
定
し

た「
創
業
支
援
事
業
計
画
」に
よ

り
、商
工
会
や
金
融
機
関
等
と
連

携
し
て
起
業
者
の
育
成
や
創
業

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
企
業
の

成
長
の
支
援
と
人
材
の
育
成
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　さ
ら
に
、新
た
な
条
例
や
計
画

の
策
定
に
よ
り
、中
小
企
業
の
支

援
を
一
層
強
化
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

石原　高明 議員
い し は ら た か あ き

　
昭
和
町
の
総
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
最
も
重
要
な
要
素

は
、将
来
人
口
で
あ
り
、日
本
の

総
人
口
の
減
少
と
少
子
・
高
齢

化
の
加
速
の
中
で
、昭
和
町
は

人
口
に
占
め
る
年
少
人
口
、生

産
年
齢
人
口
の
割
合
が
高
い
こ

と
か
ら
、計
画
の
目
標
年
次
で

あ
る
２
０
２
５
年
人
口
は
２
１
、

５
０
０
人
と
設
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
２
０
２
５
年
は
、日
本
人

口
の
５
％
を
占
め
て
い
る
団
塊

の
世
代
が
介
護
リ
ス
ク
の
高
い

後
期
高
齢
者
に
な
る
年
で
、日

本
の
後
期
高
齢
者
の
割
合
は

20
％
近
く
に
急
激
に
膨
れ
上
が

る
こ
と
で
医
療
費
・
社
会
保
障

費
も
さ
ら
に
膨
ら
む
こ
と
が
予

え
て
い
る
の
か
。ま
た
経
常
的
に

実
施
し
て
い
る
事
業
改
革
、事

務
改
善
に
つ
い
て
も
改
め
て
点

検
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　本
町
の
扶
助
費
の
増
加
の
主

な
要
因
は
、障
が
い
者
の
自
立
支

援
費
に
対
す
る
経
費
、保
育
所
等

給
付
費
の
増
額
が
考
え
ら
れ
る
。

国
、県
か
ら
の
補
助
金
が
交
付
さ

れ
て
い
る
が
、町
と
し
て
の
財
源

確
保
は
課
題
と
な
る
。財
源
確

保
に
向
け
、収
納
率
向
上
に
よ
る

税
収
確
保
と
他
会
計
へ
の
繰
出

金
の
減
額
、ま
た
消
費
税
増
税
に

伴
う
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増

額
な
ど
鋭
意
努
力
す
る
と
と
も

に
、経
常
的
に
実
施
し
て
い
る
事

業
改
革
、事
務
改
善
に
つ
い
て
も
、

各
種
受
益
者
負
担
金
の
見
直
し

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。今
後

も
職
員
一丸
と
な
り
財
源
確
保
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
の

決
算
状
況
は
、特
定
目
的
基
金

８
億
２
千
万
円
余
が
平
成
28
年

度
で
は
14
億
５
千
万
円
程
に
積

ま
れ
、地
方
債
の
年
度
末
残
高

は
68
億
５
千
万
円
余
が
52
億
４

千
万
円
余
と
23
％
も
削
減
さ
れ

る
な
ど
堅
実
な
財
政
運
営
で
は

あ
る
が
、そ
の
一
方
で
、扶
助
費

は
こ
の
５
年
間
で
２
億
５
千
万

円
、18
％
も
増
え
た
16
億
２
千

万
円
程
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
伴
い
増
加
す
る
扶
助
費

の
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
は
、

今
後
の
財
政
運
営
の
大
き
な
柱

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。そ
の
財

源
を
確
保
す
る
手
法
を
ど
う
考

想
さ
れ
る
た
め
、「
２
０
２
５
年

問
題
」
と
し
て
各
分
野
で
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
若

者
が
流
出
し
、地
方
の
活
力
低

下
が
進
み
、全
国
１
、８
０
０
あ

る
自
治
体
の
う
ち
約
半
数
が
消

滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る「
２
０

４
０
年
問
題
」
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。昭
和
町
は
若
者
女
性
人

口
の
減
少
が
低
く
、消
滅
の
可

能
性
は
な
い
よ
う
だ
が
、２
０
４

０
年
頃
に
想
定
さ
れ
る
本
町
の

課
題
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
る

考
え
は
あ
る
か
。

　本
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、平

成
47
年
を
ピ
ー
ク
に
、そ
の
後
ゆ

る
や
か
な
減
少
に
転
ず
る
と
さ

れ
て
お
り
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、10
年

先
20
年
先
の
自
治
体
運
営
に
備

え
て
い
き
た
い
。ま
ず
は
、庁
内
会

議
等
の
場
を
有
効
活
用
し
、本
町

の
実
情
に
応
じ
た
方
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Q
増
加
す
る
扶
助
費
の

財
源
確
保
の
手
法
は

A
税
収
確
保
等
に
努
め
、

事
業
改
革
に
も
取
り
組
む

Q
企
業
誘
致
な
ど
を
進
め
る

シ
ス
テ
ム
構
築
を

A
県
や
商
工
会
な
ど
と

連
携
し
て
誘
致
を

進
め
て
い
き
た
い

石
原（
高
）

石
原（
高
）

町
長

町
長

Q
A

　２
０
２
５
年
に
は
超
・
超
高
齢

社
会
が
訪
れ
る
と
い
わ
れ
、本
町

で
は
町
の
発
展
を
け
ん
引
し
て

き
た
柱
の
一つ
で
あ
る
企
業
数
の

減
少
と
労
働
人
口
の
減
少
、ひ
い

て
は
人
口
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、A
I
化
が
加
速
す
る

中
で
、豊
か
な
感
性
を
持
つ
人
材

を
育
て
る
環
境
づ
く
り
こ
そ
が
、

今
後
の
町
の
発
展
を
よ
り
確
実

な
も
の
に
で
き
る
施
策
だ
と
考

え
る
が
、町
長
の
考
え
は
。

　「
昭
和
町
工
場
立
地
法
地
域

準
則
条
例
」に
よ
り
工
場
立
地
に

関
わ
る
緑
地
率
を
緩
和
し
、企
業

　事業
拡
大
や
収
益
性
の
向

上
、及
び
今
後
成
長
が
見
込
ま

れ
る
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

産
業
を
扱
う
事
業
所
な
ど
、幅

広
い
支
援
も
含
め
た
誘
致
や
公

募
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
だ

と
思
う
が
、町
の
考
え
は
。

　今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
は
な
い
が
、県
や
昭
和
町
商

工
会
、工
業
団
地
の
組
合
等
と
連

携
す
る
中
、昭
和
町
第
6
次
総

合
計
画
や
昭
和
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
企
業
誘

致
等
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　ま
た「
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
計
画
」を
今
後
策
定
し
、

企
業
支
援
の
実
効
性
を
高
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

労働人口減少を見据えた町の戦略は

多様な施策で
起業支援と人材育成を進める

Q
A

地方の活力低下が進む
「2040年問題」への対応は

本町の実情に応じた方策を検討する

金
丸

金
丸

町
長

町
長

金丸　富一 議員
か ね ま る と み か ず

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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立
地
や
既
存
工
場
の
増
築
等
が

行
い
や
す
い
環
境
を
整
え
た
。

　ま
た
、「
昭
和
町
産
業
立
地
事

業
に
対
す
る
助
成
金
の
支
給
に

関
す
る
要
綱
」の
改
正
に
よ
り
、

様
々
な
分
野
の
企
業
の
立
地
等

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　ま
た
、山
梨
県
と
県
内
27
市
町

村
が
連
携
し
た
計
画「
や
ま
な
し

未
来
も
の
づ
く
り
推
進
計
画
」に

よ
り
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

企
業
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、平
成
28
年
に
策
定
し

た「
創
業
支
援
事
業
計
画
」に
よ

り
、商
工
会
や
金
融
機
関
等
と
連

携
し
て
起
業
者
の
育
成
や
創
業

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
企
業
の

成
長
の
支
援
と
人
材
の
育
成
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　さ
ら
に
、新
た
な
条
例
や
計
画

の
策
定
に
よ
り
、中
小
企
業
の
支

援
を
一
層
強
化
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

石原　高明 議員
い し は ら た か あ き

　
昭
和
町
の
総
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
最
も
重
要
な
要
素

は
、将
来
人
口
で
あ
り
、日
本
の

総
人
口
の
減
少
と
少
子
・
高
齢

化
の
加
速
の
中
で
、昭
和
町
は

人
口
に
占
め
る
年
少
人
口
、生

産
年
齢
人
口
の
割
合
が
高
い
こ

と
か
ら
、計
画
の
目
標
年
次
で

あ
る
２
０
２
５
年
人
口
は
２
１
、

５
０
０
人
と
設
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
２
０
２
５
年
は
、日
本
人

口
の
５
％
を
占
め
て
い
る
団
塊

の
世
代
が
介
護
リ
ス
ク
の
高
い

後
期
高
齢
者
に
な
る
年
で
、日

本
の
後
期
高
齢
者
の
割
合
は

20
％
近
く
に
急
激
に
膨
れ
上
が

る
こ
と
で
医
療
費
・
社
会
保
障

費
も
さ
ら
に
膨
ら
む
こ
と
が
予

え
て
い
る
の
か
。ま
た
経
常
的
に

実
施
し
て
い
る
事
業
改
革
、事

務
改
善
に
つ
い
て
も
改
め
て
点

検
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　本
町
の
扶
助
費
の
増
加
の
主

な
要
因
は
、障
が
い
者
の
自
立
支

援
費
に
対
す
る
経
費
、保
育
所
等

給
付
費
の
増
額
が
考
え
ら
れ
る
。

国
、県
か
ら
の
補
助
金
が
交
付
さ

れ
て
い
る
が
、町
と
し
て
の
財
源

確
保
は
課
題
と
な
る
。財
源
確

保
に
向
け
、収
納
率
向
上
に
よ
る

税
収
確
保
と
他
会
計
へ
の
繰
出

金
の
減
額
、ま
た
消
費
税
増
税
に

伴
う
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増

額
な
ど
鋭
意
努
力
す
る
と
と
も

に
、経
常
的
に
実
施
し
て
い
る
事

業
改
革
、事
務
改
善
に
つ
い
て
も
、

各
種
受
益
者
負
担
金
の
見
直
し

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。今
後

も
職
員
一丸
と
な
り
財
源
確
保
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
の

決
算
状
況
は
、特
定
目
的
基
金

８
億
２
千
万
円
余
が
平
成
28
年

度
で
は
14
億
５
千
万
円
程
に
積

ま
れ
、地
方
債
の
年
度
末
残
高

は
68
億
５
千
万
円
余
が
52
億
４

千
万
円
余
と
23
％
も
削
減
さ
れ

る
な
ど
堅
実
な
財
政
運
営
で
は

あ
る
が
、そ
の
一
方
で
、扶
助
費

は
こ
の
５
年
間
で
２
億
５
千
万

円
、18
％
も
増
え
た
16
億
２
千

万
円
程
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
伴
い
増
加
す
る
扶
助
費

の
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
は
、

今
後
の
財
政
運
営
の
大
き
な
柱

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。そ
の
財

源
を
確
保
す
る
手
法
を
ど
う
考

想
さ
れ
る
た
め
、「
２
０
２
５
年

問
題
」
と
し
て
各
分
野
で
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
若

者
が
流
出
し
、地
方
の
活
力
低

下
が
進
み
、全
国
１
、８
０
０
あ

る
自
治
体
の
う
ち
約
半
数
が
消

滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る「
２
０

４
０
年
問
題
」
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。昭
和
町
は
若
者
女
性
人

口
の
減
少
が
低
く
、消
滅
の
可

能
性
は
な
い
よ
う
だ
が
、２
０
４

０
年
頃
に
想
定
さ
れ
る
本
町
の

課
題
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
る

考
え
は
あ
る
か
。

　本
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、平

成
47
年
を
ピ
ー
ク
に
、そ
の
後
ゆ

る
や
か
な
減
少
に
転
ず
る
と
さ

れ
て
お
り
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、10
年

先
20
年
先
の
自
治
体
運
営
に
備

え
て
い
き
た
い
。ま
ず
は
、庁
内
会

議
等
の
場
を
有
効
活
用
し
、本
町

の
実
情
に
応
じ
た
方
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Q
増
加
す
る
扶
助
費
の

財
源
確
保
の
手
法
は

A
税
収
確
保
等
に
努
め
、

事
業
改
革
に
も
取
り
組
む

Q
企
業
誘
致
な
ど
を
進
め
る

シ
ス
テ
ム
構
築
を

A
県
や
商
工
会
な
ど
と

連
携
し
て
誘
致
を

進
め
て
い
き
た
い

石
原（
高
）

石
原（
高
）

町
長

町
長

Q
A

　２
０
２
５
年
に
は
超
・
超
高
齢

社
会
が
訪
れ
る
と
い
わ
れ
、本
町

で
は
町
の
発
展
を
け
ん
引
し
て

き
た
柱
の
一つ
で
あ
る
企
業
数
の

減
少
と
労
働
人
口
の
減
少
、ひ
い

て
は
人
口
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、A
I
化
が
加
速
す
る

中
で
、豊
か
な
感
性
を
持
つ
人
材

を
育
て
る
環
境
づ
く
り
こ
そ
が
、

今
後
の
町
の
発
展
を
よ
り
確
実

な
も
の
に
で
き
る
施
策
だ
と
考

え
る
が
、町
長
の
考
え
は
。

　「
昭
和
町
工
場
立
地
法
地
域

準
則
条
例
」に
よ
り
工
場
立
地
に

関
わ
る
緑
地
率
を
緩
和
し
、企
業

　事業
拡
大
や
収
益
性
の
向

上
、及
び
今
後
成
長
が
見
込
ま

れ
る
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

産
業
を
扱
う
事
業
所
な
ど
、幅

広
い
支
援
も
含
め
た
誘
致
や
公

募
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
だ

と
思
う
が
、町
の
考
え
は
。

　今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
は
な
い
が
、県
や
昭
和
町
商

工
会
、工
業
団
地
の
組
合
等
と
連

携
す
る
中
、昭
和
町
第
6
次
総

合
計
画
や
昭
和
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
企
業
誘

致
等
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　ま
た「
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
計
画
」を
今
後
策
定
し
、

企
業
支
援
の
実
効
性
を
高
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

労働人口減少を見据えた町の戦略は

多様な施策で
起業支援と人材育成を進める

Q
A

地方の活力低下が進む
「2040年問題」への対応は

本町の実情に応じた方策を検討する

金
丸

金
丸

町
長

町
長

金丸　富一 議員
か ね ま る と み か ず

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

11 やまなし 議会だよりしょうわ No.178
平成30年7月27日発行



田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

　
リ
ニ
ア
駅
近
郊
街
づ
く
り
に

つ
い
て
、県
と
甲
府
市
、中
央
市
、

昭
和
町
３
市
町
に
よ
る
連
絡
調

整
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
リ
ニ
ア
新
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る

「
昭
和
・
玉
穂
中
央
通
り
線
」に

つ
い
て
は
、本
町
と
中
央
市
環
状

線
と
を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
は

県
道
市
川
三
郷
線
を
南
に
J
R

身
延
線
跨
線
橋
で
つ
な
ぐ
主
要

道
路
で
も
あ
る
。

　
こ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
大
き

な
事
業
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
、県
と
、中
央
市
、昭
和

町
の
連
絡
調
整
会
議
の
中
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

　J
R
身
延
線
の
跨
線
橋
か
ら

南
の
対
策
に
つ
い
て
、さ
ら
に
具

合
的
な
進
め
方
を
聞
き
た
い
。

　身
延
線
跨
線
橋
の
整
備
は
県

の
支
援
が
な
け
れ
ば
実
現
は
困

難
で
あ
る
の
で
、中
央
市
と
も
な

お
一
層
の
連
携
を
図
り
進
め
た

い
。　ま

た
、リ
ニ
ア
環
境
未
来
都
市

整
備
方
針
に
リ
ニ
ア
開
業
効
果
の

全
県
へ
の
波
及
と
い
う
意
味
に
お

い
て
、リ
ニ
ア
駅
を
中
心
と
し
た

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と
い
う

観
点
で
、支
援
を
強
く
要
望
し
て

い
く
。

え
る
。早
期
の
調
整
会
議
の
開

催
を
提
案
す
る
。

　「
昭
和
・
玉
穂
中
央
通
り
線
」

の
整
備
に
つ
い
て
は
本
年
度
か
ら
、

平
成
14
年
度
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
た
道
路
の
幅
員
や
道
路
構

成
等
の
細
部
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、平
成
31
年
度
よ
り
昭
和
バ
イ

パ
ス
か
ら
市
川
三
郷
線
ま
で
を
整

備
す
る
準
備
に
着
手
す
る
。

　市
川
三
郷
線
か
ら
南
に
つ
い
て

は
、身
延
線
跨
線
橋
の
整
備
が
あ

り
、代
行
施
工
な
ど
の
県
の
支
援

が
な
け
れ
ば
、実
現
は
非
常
に
困

難
で
あ
り
、今
後
も
県
に
要
望
し

て
い
く
。

　「
昭
和
・
玉
穂
中
央
通
り
線
」

の
整
備
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は

県
を
交
え
た
中
央
市・昭
和
町
の

調
整
会
議
に
よ
ら
ず
中
央
市
と

連
携
し
て
進
め
た
い
と
思
う
。

田
中

町
長

Q
A

　
不
登
校
の
児
童
生
徒
は
全
国

的
に
増
加
し
て
い
て
、平
成
28

年
に
は「
教
育
機
会
確
保
法
」が

施
行
さ
れ
た
。こ
れ
は「
休
養
の

必
要
性
」、「
学
校
以
外
の
場
の

重
要
性
」
と
い
う
こ
と
を
認
め

た
も
の
で
、こ
の
２
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
活
か
し
て
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
全
国
的
に
は
教
育
委
員
会
が

設
置
す
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
公
的
施
設
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
が
不
登
校
の
子
ど
も
た

ち
を
引
き
受
け
て
い
る
が
、昭
和

町
に
は
教
育
機
会
確
保
法
が
対

　教育
委
員
会
と
し
て
は
、不

登
校
児
童
生
徒
の
最
善
の
利
益

を
考
え
た
場
合
、子
ど
も
た
ち

を
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
す
る

こ
と
が
目
的
な
の
か
。

　各
小
中
学
校
に
お
い
て
、不
登

校
児
童
生
徒
が
増
え
な
い
よ
う

に
き
め
細
か
な
対
応
を
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
来
る

こ
と
が
大
切
だ
と
す
る
考
え
方

を
基
本
に
全
力
で
取
り
組
み
、そ

れ
で
も
学
校
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を

含
め
た
支
援
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
町
村
の
様
子
を
聞
い
て
も
、

適
応
指
導
教
室
の
設
置
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
が
、町
の
考

え
は
。

　教
育
委
員
会
と
し
て
も
適
応

指
導
教
室
は
不
登
校
児
童
生
徒

の
受
け
皿
と
し
て
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。利
用
者
が
最
も
利
用

し
や
す
い
施
設
に
す
る
た
め
に
、

県
や
他
市
町
村
と
の
連
携
や
情

報
交
換
を
行
い
な
が
ら
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

象
と
す
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
は
な
い
。

　
今
後
、不
登
校
児
童
へ
の
支
援

の
場
と
し
て
居
場
所
の
確
保
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
。町
は
教

育
機
会
確
保
法
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　不
登
校
対
策
は
重
要
な
課
題

と
考
え
、本
町
で
も
教
育
委
員

会
と
学
校
が
連
携
す
る
中
で
、ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
教

育
相
談
体
制
の
強
化
や
、「
学
校

不
適
応
指
導
教
員
」と「
学
力
向

上
支
援
員
」の
加
配
、外
国
籍
児

童
生
徒
の
増
加
に
対
応
し
た
町

日
本
語
指
導
教
員
の
増
員
配
置

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　町
と
し
て
は
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
的
な
施
設
は
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
が
、町
内
に
あ
る
民
間

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
連
携
し
て
、不

登
校
気
味
の
子
ど
も
た
ち
が
学

校
以
外
の
場
所
で
も
活
動
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　今
後
は
他
の
市
町
村
の
動
向

も
見
極
め
な
が
ら
、町
内
に
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
の

か
、あ
る
い
は
共
同
設
置
す
る
の

か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

不登校児童生徒の居場所の確保を

教育支援センターの
設置について検討する

Q
A

リニア中央新幹線駅近郊街づくりを

リニア新駅アクセス道路については
調整会議によらず
中央市と連携して進める

鷹
野

教
育
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

鷹野　一雄 議員
た か の か ず お

建
設
課
長

再
質
問

再
質
問

再
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

やまなし 議会だよりしょうわ No.178
平成30年7月27日発行 12



田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

　
リ
ニ
ア
駅
近
郊
街
づ
く
り
に

つ
い
て
、県
と
甲
府
市
、中
央
市
、

昭
和
町
３
市
町
に
よ
る
連
絡
調

整
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
リ
ニ
ア
新
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る

「
昭
和
・
玉
穂
中
央
通
り
線
」に

つ
い
て
は
、本
町
と
中
央
市
環
状

線
と
を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
は

県
道
市
川
三
郷
線
を
南
に
J
R

身
延
線
跨
線
橋
で
つ
な
ぐ
主
要

道
路
で
も
あ
る
。

　
こ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
大
き

な
事
業
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
、県
と
、中
央
市
、昭
和

町
の
連
絡
調
整
会
議
の
中
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

　J
R
身
延
線
の
跨
線
橋
か
ら

南
の
対
策
に
つ
い
て
、さ
ら
に
具

合
的
な
進
め
方
を
聞
き
た
い
。

　身
延
線
跨
線
橋
の
整
備
は
県

の
支
援
が
な
け
れ
ば
実
現
は
困

難
で
あ
る
の
で
、中
央
市
と
も
な

お
一
層
の
連
携
を
図
り
進
め
た

い
。　ま

た
、リ
ニ
ア
環
境
未
来
都
市

整
備
方
針
に
リ
ニ
ア
開
業
効
果
の

全
県
へ
の
波
及
と
い
う
意
味
に
お

い
て
、リ
ニ
ア
駅
を
中
心
と
し
た

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と
い
う

観
点
で
、支
援
を
強
く
要
望
し
て

い
く
。

え
る
。早
期
の
調
整
会
議
の
開

催
を
提
案
す
る
。

　「
昭
和
・
玉
穂
中
央
通
り
線
」

の
整
備
に
つ
い
て
は
本
年
度
か
ら
、

平
成
14
年
度
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
た
道
路
の
幅
員
や
道
路
構

成
等
の
細
部
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、平
成
31
年
度
よ
り
昭
和
バ
イ

パ
ス
か
ら
市
川
三
郷
線
ま
で
を
整

備
す
る
準
備
に
着
手
す
る
。

　市
川
三
郷
線
か
ら
南
に
つ
い
て

は
、身
延
線
跨
線
橋
の
整
備
が
あ

り
、代
行
施
工
な
ど
の
県
の
支
援

が
な
け
れ
ば
、実
現
は
非
常
に
困

難
で
あ
り
、今
後
も
県
に
要
望
し

て
い
く
。

　「
昭
和
・
玉
穂
中
央
通
り
線
」

の
整
備
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は

県
を
交
え
た
中
央
市・昭
和
町
の

調
整
会
議
に
よ
ら
ず
中
央
市
と

連
携
し
て
進
め
た
い
と
思
う
。

田
中

町
長

Q
A

　
不
登
校
の
児
童
生
徒
は
全
国

的
に
増
加
し
て
い
て
、平
成
28

年
に
は「
教
育
機
会
確
保
法
」が

施
行
さ
れ
た
。こ
れ
は「
休
養
の

必
要
性
」、「
学
校
以
外
の
場
の

重
要
性
」
と
い
う
こ
と
を
認
め

た
も
の
で
、こ
の
２
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
活
か
し
て
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
全
国
的
に
は
教
育
委
員
会
が

設
置
す
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
公
的
施
設
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
が
不
登
校
の
子
ど
も
た

ち
を
引
き
受
け
て
い
る
が
、昭
和

町
に
は
教
育
機
会
確
保
法
が
対

　教育
委
員
会
と
し
て
は
、不

登
校
児
童
生
徒
の
最
善
の
利
益

を
考
え
た
場
合
、子
ど
も
た
ち

を
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
す
る

こ
と
が
目
的
な
の
か
。

　各
小
中
学
校
に
お
い
て
、不
登

校
児
童
生
徒
が
増
え
な
い
よ
う

に
き
め
細
か
な
対
応
を
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
来
る

こ
と
が
大
切
だ
と
す
る
考
え
方

を
基
本
に
全
力
で
取
り
組
み
、そ

れ
で
も
学
校
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を

含
め
た
支
援
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
町
村
の
様
子
を
聞
い
て
も
、

適
応
指
導
教
室
の
設
置
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
が
、町
の
考

え
は
。

　教
育
委
員
会
と
し
て
も
適
応

指
導
教
室
は
不
登
校
児
童
生
徒

の
受
け
皿
と
し
て
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。利
用
者
が
最
も
利
用

し
や
す
い
施
設
に
す
る
た
め
に
、

県
や
他
市
町
村
と
の
連
携
や
情

報
交
換
を
行
い
な
が
ら
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

象
と
す
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
は
な
い
。

　
今
後
、不
登
校
児
童
へ
の
支
援

の
場
と
し
て
居
場
所
の
確
保
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
。町
は
教

育
機
会
確
保
法
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　不
登
校
対
策
は
重
要
な
課
題

と
考
え
、本
町
で
も
教
育
委
員

会
と
学
校
が
連
携
す
る
中
で
、ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
教

育
相
談
体
制
の
強
化
や
、「
学
校

不
適
応
指
導
教
員
」と「
学
力
向

上
支
援
員
」の
加
配
、外
国
籍
児

童
生
徒
の
増
加
に
対
応
し
た
町

日
本
語
指
導
教
員
の
増
員
配
置

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　町
と
し
て
は
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
的
な
施
設
は
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
が
、町
内
に
あ
る
民
間

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
連
携
し
て
、不

登
校
気
味
の
子
ど
も
た
ち
が
学

校
以
外
の
場
所
で
も
活
動
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　今
後
は
他
の
市
町
村
の
動
向

も
見
極
め
な
が
ら
、町
内
に
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
の

か
、あ
る
い
は
共
同
設
置
す
る
の

か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

不登校児童生徒の居場所の確保を

教育支援センターの
設置について検討する

Q
A

リニア中央新幹線駅近郊街づくりを

リニア新駅アクセス道路については
調整会議によらず
中央市と連携して進める

鷹
野

教
育
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

鷹野　一雄 議員
た か の か ず お

建
設
課
長

再
質
問

再
質
問

再
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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町
長

町
長

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み

　町の
集
団
健
診
は
、会
場
で

あ
る
総
合
会
館
の
１
階
ロ
ビ
ー

が
か
な
り
の
混
雑
状
況
に
あ
り
、

隣
の
人
の
問
診
し
て
い
る
声
が

聞
こ
え
る
こ
と
や
、福
祉
課
窓

口
を
利
用
さ
れ
る
方
の
不
便
な

ど
課
題
が
あ
る
と
思
う
。現
在

の
集
団
健
診
の
混
雑
状
況
と
今

後
の
改
善
策
を
伺
い
た
い
。

　本
町
の
健
診
は
総
合
会
館
を

会
場
に
実
施
し
て
い
る
が
、こ
こ

数
年
の
受
診
者
数
は
全
体
で
は

3
、0
0
0
人
以
上
と
な
り
、健

診
の
受
付
や
問
診
の
会
場
が
確

か
に
手
狭
に
な
っ
て
い
る
。担
当

　遠
距
離
通
学
定
期
券
の
購
入

費
助
成
は
県
外
へ
通
学
す
る
学

生
に
と
っ
て
は
手
厚
い
支
援
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、転
出
の
抑
制

に
つ
な
が
る
の
か
、大
学
生
等
の

県
内
就
職
の
促
進
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、現
段

階
で
は
判
断
で
き
な
い
。将
来
の

担
い
手
と
な
る
若
者
の
定
着
が

必
要
で
あ
り
、今
後
の
県
や
他
市

の
事
業
に
対
す
る
必
要
性
や
効

果
の
実
証
結
果
を
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

課
題
が
あ
り
、１
年
で
終
わ
っ
て
い

る
。今
後
、検
討
の
余
地
は
あ
る

と
思
う
が
、町
の
事
業
と
し
て
い

く
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
の
解
決

が
必
要
だ
。

　
県
で
は
３
年
間
の
実
証
事
業

と
し
て
、平
成
29
年
４
月
以
降

に
鉄
道
を
利
用
し
て
県
外
の
大

学
等
へ
の
通
学
を
始
め
た
人
を

対
象
に
、市
町
村
が
通
学
定
期

券
購
入
費
を
助
成
し
た
場
合

に
、市
町
村
負
担
額
の
１
／
２
を

県
が
助
成
し
て
い
る
。

　
既
に
甲
府
市
や
山
梨
市
な
ど

の
７
市
が
こ
の
事
業
を
取
り
入

れ
て
い
る
。背
景
に
は
大
学
な

ど
へ
の
進
学
、卒
業
後
の
就
職
を

き
っ
か
け
と
し
て
、首
都
圏
に
転

出
す
る
こ
と
を
少
し
で
も
減
ら

し
、県
内
の
若
者
人
口
を
増
や

す
目
的
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
町
で
も
早
急
に
検
討
す
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

課
で
は
受
診
者
の
生
の
声
や
各

種
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
、健
診
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
き
て
お

り
、会
場
だ
け
で
な
く
、各
種
の

改
善
に
む
け
て
既
に
検
討
に
入
っ

て
い
る
。質
的
な
向
上
も
含
め
で

き
る
こ
と
か
ら
着
手
し
て
い
く
考

え
だ
。

　改
善
に
向
け
て
の
具
体
的
な

課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

　また
、町
以
外
施
設
で
の
健

診
の
希
望
は
可
能
か
。

　会
場
が
手
狭
で
あ
り
、ロ
ビ
ー

で
の
問
診
の
改
善
は
限
界
だ
と

感
じ
て
い
る
。ま
た
受
診
者
に
は

高
齢
者
も
多
く
、要
介
護
者
も

受
診
さ
れ
る
の
で
、そ
の
受
け
入

れ
態
勢
の
改
善
も
必
要
だ
と
感

じ
て
い
る
。会
場
を
総
合
会
館
の

２
階
へ
移
す
こ
と
も
検
討
し
て
お

り
、今
年
度
の
健
診
の
中
で
改
善

策
に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、来

年
度
は
少
し
で
も
前
に
進
め
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　本
町
で
も
過
去
に
施
設
健
診

を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、集
団

健
診
と
同
じ
検
査
項
目
を
受
け

ら
れ
な
い
、費
用
が
高
い
な
ど
の

河
田

河
田

Q
A

　
建
設
計
画
が
進
ん
で
い
る
生

涯
学
習
館
に
つ
い
て
、老
朽
化
し

た
中
央
公
民
館
や
図
書
館
の
機

能
を
持
た
せ
た
も
の
に
す
る
の

は
納
得
で
き
る
が
、文
化
ホ
ー

ル
を
併
設
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
る
。

　
本
町
に
は
総
合
会
館
の
2
階

ホ
ー
ル
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

大
型
体
育
館
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
が
あ
り
、そ
れ
ら
を
活
用

す
る
こ
と
で
支
障
な
く
文
化
活

動
が
で
き
る
。近
隣
市
町
の
立

派
な
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
昭
和

町
民
へ
の
利
用
補
助
な
ど
を
導

入
し
て
も
い
い
と
思
う
。

　小
中
学
校
給
食
の
無
料
化

議
し
、全
員
の
賛
同
を
得
て
文
化

ホ
ー
ル
を
兼
ね
備
え
た「
複
合
施

設
」と
し
た
。ま
た（
仮
称
）生
涯

学
習
館
建
設
検
討
委
員
会
も
立

ち
上
げ
て
町
の
考
え
方
を
示
し

た
。　以

上
の
経
緯
も
あ
り
、町
外
文

化
ホ
ー
ル
の
利
用
補
助
の
導
入
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　文化
ホ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い

て
住
民
の
方
々
の
意
向
調
査
、パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実

施
し
て
ほ
し
い
が
、そ
の
考
え
は

あ
る
か
。

　こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
議
会
で

も
多
く
の
議
論
を
重
ね
、議
員
の

方
々
に
も
賛
同
を
得
て
き
て
い

る
。再
度
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
、と
な
る
と
多
く
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
。し
た
が
っ
て
、

今
現
在
こ
れ
以
上
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一

切
考
え
て
い
な
い
。

や
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
、文

化
ホ
ー
ル
建
設
よ
り
も
先
に
や

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　本
町
に
は
文
化
ホ
ー
ル
的
な

施
設
が
な
く
、毎
年
開
催
し
て
い

る
国
内
外
の
世
界
的
演
奏
家
を

迎
え
て
の「
室
内
楽
の
夕
べ
コ
ン

サ
ー
ト
」や「
小
中
学
校
音
楽
鑑

賞
会
」な
ど
は
、学
校
の
多
目
的

ホ
ー
ル
や
体
育
館
を
使
用
し
て

開
催
し
て
い
る
。

　ま
た
、講
演
会
や
演
劇
等
は
、

中
央
公
民
館
の
講
堂
や
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
、総
合
会
館
の
軽
運

動
室
を
使
用
し
て
い
る
。そ
れ
ら

の
施
設
に
は
良
質
な
音
響・照
明

設
備
が
な
く
、ス
テ
ー
ジ
の
ス
ペ
ー

ス
も
狭
く
、町
民
の
皆
様
の
芸
術・

文
化
活
動
を
高
め
る
よ
う
な
質

の
高
い
公
演
を
開
催
す
る
に
は
適

さ
な
い
。

　町
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
学

習
・
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、ま
た
多
様
な
交
流
の
場
と
し

て
の
拠
点
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

（
仮
称
）生
涯
学
習
館
は
文
化

ホ
ー
ル
の
整
備
・
確
保
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　整
備
に
つ
い
て
は
、議
会
の
地

方
分
権
対
策
特
別
委
員
会
で
協

文化ホール建設よりも
先にやることがあるのでは

文化ホールの整備・確保も重要だ

Q
A

集団健診会場の混雑の改善を

改善に向けて既に検討していて、
これから着手していく

堀

町
長

教
育
長

再
質
問

再
質
問

い
き
い
き
健
康
課
長

Q
遠
距
離
通
学
者
へ
の

定
期
券
購
入
費
助
成
を

A
必
要
性
や
効
果
の

実
証
結
果
を
参
考
に

検
討
す
る

堀　門太 議員
ほ り も ん た

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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町
長

町
長

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み

　町の
集
団
健
診
は
、会
場
で

あ
る
総
合
会
館
の
１
階
ロ
ビ
ー

が
か
な
り
の
混
雑
状
況
に
あ
り
、

隣
の
人
の
問
診
し
て
い
る
声
が

聞
こ
え
る
こ
と
や
、福
祉
課
窓

口
を
利
用
さ
れ
る
方
の
不
便
な

ど
課
題
が
あ
る
と
思
う
。現
在

の
集
団
健
診
の
混
雑
状
況
と
今

後
の
改
善
策
を
伺
い
た
い
。

　本
町
の
健
診
は
総
合
会
館
を

会
場
に
実
施
し
て
い
る
が
、こ
こ

数
年
の
受
診
者
数
は
全
体
で
は

3
、0
0
0
人
以
上
と
な
り
、健

診
の
受
付
や
問
診
の
会
場
が
確

か
に
手
狭
に
な
っ
て
い
る
。担
当

　遠
距
離
通
学
定
期
券
の
購
入

費
助
成
は
県
外
へ
通
学
す
る
学

生
に
と
っ
て
は
手
厚
い
支
援
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、転
出
の
抑
制

に
つ
な
が
る
の
か
、大
学
生
等
の

県
内
就
職
の
促
進
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、現
段

階
で
は
判
断
で
き
な
い
。将
来
の

担
い
手
と
な
る
若
者
の
定
着
が

必
要
で
あ
り
、今
後
の
県
や
他
市

の
事
業
に
対
す
る
必
要
性
や
効

果
の
実
証
結
果
を
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

課
題
が
あ
り
、１
年
で
終
わ
っ
て
い

る
。今
後
、検
討
の
余
地
は
あ
る

と
思
う
が
、町
の
事
業
と
し
て
い

く
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
の
解
決

が
必
要
だ
。

　
県
で
は
３
年
間
の
実
証
事
業

と
し
て
、平
成
29
年
４
月
以
降

に
鉄
道
を
利
用
し
て
県
外
の
大

学
等
へ
の
通
学
を
始
め
た
人
を

対
象
に
、市
町
村
が
通
学
定
期

券
購
入
費
を
助
成
し
た
場
合

に
、市
町
村
負
担
額
の
１
／
２
を

県
が
助
成
し
て
い
る
。

　
既
に
甲
府
市
や
山
梨
市
な
ど

の
７
市
が
こ
の
事
業
を
取
り
入

れ
て
い
る
。背
景
に
は
大
学
な

ど
へ
の
進
学
、卒
業
後
の
就
職
を

き
っ
か
け
と
し
て
、首
都
圏
に
転

出
す
る
こ
と
を
少
し
で
も
減
ら

し
、県
内
の
若
者
人
口
を
増
や

す
目
的
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
町
で
も
早
急
に
検
討
す
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

課
で
は
受
診
者
の
生
の
声
や
各

種
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
、健
診
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
き
て
お

り
、会
場
だ
け
で
な
く
、各
種
の

改
善
に
む
け
て
既
に
検
討
に
入
っ

て
い
る
。質
的
な
向
上
も
含
め
で

き
る
こ
と
か
ら
着
手
し
て
い
く
考

え
だ
。

　改
善
に
向
け
て
の
具
体
的
な

課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

　また
、町
以
外
施
設
で
の
健

診
の
希
望
は
可
能
か
。

　会
場
が
手
狭
で
あ
り
、ロ
ビ
ー

で
の
問
診
の
改
善
は
限
界
だ
と

感
じ
て
い
る
。ま
た
受
診
者
に
は

高
齢
者
も
多
く
、要
介
護
者
も

受
診
さ
れ
る
の
で
、そ
の
受
け
入

れ
態
勢
の
改
善
も
必
要
だ
と
感

じ
て
い
る
。会
場
を
総
合
会
館
の

２
階
へ
移
す
こ
と
も
検
討
し
て
お

り
、今
年
度
の
健
診
の
中
で
改
善

策
に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、来

年
度
は
少
し
で
も
前
に
進
め
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　本
町
で
も
過
去
に
施
設
健
診

を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、集
団

健
診
と
同
じ
検
査
項
目
を
受
け

ら
れ
な
い
、費
用
が
高
い
な
ど
の

河
田

河
田

Q
A

　
建
設
計
画
が
進
ん
で
い
る
生

涯
学
習
館
に
つ
い
て
、老
朽
化
し

た
中
央
公
民
館
や
図
書
館
の
機

能
を
持
た
せ
た
も
の
に
す
る
の

は
納
得
で
き
る
が
、文
化
ホ
ー

ル
を
併
設
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
る
。

　
本
町
に
は
総
合
会
館
の
2
階

ホ
ー
ル
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

大
型
体
育
館
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
が
あ
り
、そ
れ
ら
を
活
用

す
る
こ
と
で
支
障
な
く
文
化
活

動
が
で
き
る
。近
隣
市
町
の
立

派
な
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
昭
和

町
民
へ
の
利
用
補
助
な
ど
を
導

入
し
て
も
い
い
と
思
う
。

　小
中
学
校
給
食
の
無
料
化

議
し
、全
員
の
賛
同
を
得
て
文
化

ホ
ー
ル
を
兼
ね
備
え
た「
複
合
施

設
」と
し
た
。ま
た（
仮
称
）生
涯

学
習
館
建
設
検
討
委
員
会
も
立

ち
上
げ
て
町
の
考
え
方
を
示
し

た
。　以

上
の
経
緯
も
あ
り
、町
外
文

化
ホ
ー
ル
の
利
用
補
助
の
導
入
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　文化
ホ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い

て
住
民
の
方
々
の
意
向
調
査
、パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実

施
し
て
ほ
し
い
が
、そ
の
考
え
は

あ
る
か
。

　こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
議
会
で

も
多
く
の
議
論
を
重
ね
、議
員
の

方
々
に
も
賛
同
を
得
て
き
て
い

る
。再
度
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
、と
な
る
と
多
く
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
。し
た
が
っ
て
、

今
現
在
こ
れ
以
上
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一

切
考
え
て
い
な
い
。

や
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
、文

化
ホ
ー
ル
建
設
よ
り
も
先
に
や

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　本
町
に
は
文
化
ホ
ー
ル
的
な

施
設
が
な
く
、毎
年
開
催
し
て
い

る
国
内
外
の
世
界
的
演
奏
家
を

迎
え
て
の「
室
内
楽
の
夕
べ
コ
ン

サ
ー
ト
」や「
小
中
学
校
音
楽
鑑

賞
会
」な
ど
は
、学
校
の
多
目
的

ホ
ー
ル
や
体
育
館
を
使
用
し
て

開
催
し
て
い
る
。

　ま
た
、講
演
会
や
演
劇
等
は
、

中
央
公
民
館
の
講
堂
や
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
、総
合
会
館
の
軽
運

動
室
を
使
用
し
て
い
る
。そ
れ
ら

の
施
設
に
は
良
質
な
音
響・照
明

設
備
が
な
く
、ス
テ
ー
ジ
の
ス
ペ
ー

ス
も
狭
く
、町
民
の
皆
様
の
芸
術・

文
化
活
動
を
高
め
る
よ
う
な
質

の
高
い
公
演
を
開
催
す
る
に
は
適

さ
な
い
。

　町
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
学

習
・
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、ま
た
多
様
な
交
流
の
場
と
し

て
の
拠
点
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

（
仮
称
）生
涯
学
習
館
は
文
化

ホ
ー
ル
の
整
備
・
確
保
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　整
備
に
つ
い
て
は
、議
会
の
地

方
分
権
対
策
特
別
委
員
会
で
協

文化ホール建設よりも
先にやることがあるのでは

文化ホールの整備・確保も重要だ

Q
A

集団健診会場の混雑の改善を

改善に向けて既に検討していて、
これから着手していく

堀

町
長

教
育
長

再
質
問

再
質
問

い
き
い
き
健
康
課
長

Q
遠
距
離
通
学
者
へ
の

定
期
券
購
入
費
助
成
を

A
必
要
性
や
効
果
の

実
証
結
果
を
参
考
に

検
討
す
る

堀　門太 議員
ほ り も ん た

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告
甲府地区広域行政事務組合議会 報告

7月組合議会臨時会  平成30年7月19日（木）午後1時30分～

報告議員：塚原　將司・依田　茂巳
（3市1町で構成）

中巨摩地区広域事務組合議会 報告
報告議員：遠藤　辰男・金丸　富一

（3市3町で構成）

三郡衛生組合議会 報告
報告議員：石原　高明・石原　一好

（2市3町で構成）

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告
報告議員：三井　猛
（27市町村で構成）

空き家対策空き家管理条例の条例制定に向
けて研修をしていく。現地調査・近隣市町村
の対応調査等行う。

総合計画の策定と運用に関する条例の制定
に向けて、各計画の現状について協議・課題
の抽出を行う。

追跡追跡 あの要望は
    どうなった？
あの要望は
    どうなった？

子育て支援策として、従来の子育て支援の継続のほか、多様化する子育てニーズによりき
め細かな対応を可能とする為、平成32年度までの設置を目指している（仮称）子育て支援
に関する総合サービス拠点の整備検討はいつ、どこに、どのように考えているか。

山梨学院大学との研修会

追
跡

問
子育て支援拠点センターの整備については、
平成32年度利用可能とするため早急に検討していく。答
平成30年6月議会において（仮称）昭和町子育て支援拠点セ
ンター用地及び建物の取得について議会の議決を経て、西
条二区地内の山梨中央銀行跡地を購入し、1階フロアを拠点
センターとして利用することを考えている。平成32年度まで
に利用可能となるように進めている。

後
その

「(仮称)子育て支援に関する
総合サービス拠点の整備・検討」について

６月１４日（木）午後１時３０分～ ６月21日（木）午後3時～

議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

平成29年6月議会　質問者：依田　茂巳議員

外川 伸一
法学部
政治行政学科教授

議会の今後の動き

内 容

講 師

江藤 俊昭
山梨学院大学大学院
研究科長・法学部教授

講 師

議会の今後の動き

空き家対策と空き家管理条例
内 容

地域経営における総合計画

国中6町議会議員研修会
日 時

平成30年7月6日（金）午後5時～
講 演

後藤 斎　山梨県知事
内 容

「加速する！ダイナミックやまなし
  国中地域の更なる発展に向けて」
リニア駅アクセス道路網・峡南地域の
道路網、整備について講演を受けた。

次回は平成30年9月28日（金）午後1時30分～開催予定です。

次回は平成30年11月7日（水）午後1時30分～開催予定です。

次回は平成30年10月開催予定です。
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広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告
甲府地区広域行政事務組合議会 報告

7月組合議会臨時会  平成30年7月19日（木）午後1時30分～

報告議員：塚原　將司・依田　茂巳
（3市1町で構成）

中巨摩地区広域事務組合議会 報告
報告議員：遠藤　辰男・金丸　富一

（3市3町で構成）

三郡衛生組合議会 報告
報告議員：石原　高明・石原　一好

（2市3町で構成）

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告
報告議員：三井　猛
（27市町村で構成）

空き家対策空き家管理条例の条例制定に向
けて研修をしていく。現地調査・近隣市町村
の対応調査等行う。

総合計画の策定と運用に関する条例の制定
に向けて、各計画の現状について協議・課題
の抽出を行う。

追跡追跡 あの要望は
    どうなった？
あの要望は
    どうなった？

子育て支援策として、従来の子育て支援の継続のほか、多様化する子育てニーズによりき
め細かな対応を可能とする為、平成32年度までの設置を目指している（仮称）子育て支援
に関する総合サービス拠点の整備検討はいつ、どこに、どのように考えているか。

山梨学院大学との研修会

追
跡

問
子育て支援拠点センターの整備については、
平成32年度利用可能とするため早急に検討していく。答
平成30年6月議会において（仮称）昭和町子育て支援拠点セ
ンター用地及び建物の取得について議会の議決を経て、西
条二区地内の山梨中央銀行跡地を購入し、1階フロアを拠点
センターとして利用することを考えている。平成32年度まで
に利用可能となるように進めている。

後
その

「(仮称)子育て支援に関する
総合サービス拠点の整備・検討」について

６月１４日（木）午後１時３０分～ ６月21日（木）午後3時～

議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

平成29年6月議会　質問者：依田　茂巳議員

外川 伸一
法学部
政治行政学科教授

議会の今後の動き

内 容

講 師

江藤 俊昭
山梨学院大学大学院
研究科長・法学部教授

講 師

議会の今後の動き

空き家対策と空き家管理条例
内 容

地域経営における総合計画

国中6町議会議員研修会
日 時

平成30年7月6日（金）午後5時～
講 演

後藤 斎　山梨県知事
内 容

「加速する！ダイナミックやまなし
  国中地域の更なる発展に向けて」
リニア駅アクセス道路網・峡南地域の
道路網、整備について講演を受けた。

次回は平成30年9月28日（金）午後1時30分～開催予定です。

次回は平成30年11月7日（水）午後1時30分～開催予定です。

次回は平成30年10月開催予定です。

17 やまなし 議会だよりしょうわ No.178
平成30年7月27日発行



　昭和町の農業は農業振興地域がある以上は続いてま
いります。健全な農業経営が基本ではございますが、こ
れからの昭和町の農業としては、組織立った農業経営と
して捉えて頂き「昭和町の為になる農業」を、と言う観点
から考えていただけると、考え方や見え方が少し違って
見えるかもしれません。
　ぜひ、町の皆様及び農業経営者の皆様にご協力とご理
解を求めてまいりたいと思います。

第
10
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

3月定例会で審議結果が全員賛成で可
決というのはどうかと思う。いろいろな意
見があってこその民主主義だと思うの
ですが。

メールにて（58歳・女性）

高校や大学との連携事業は
とても良いと思う。（P20について）

議会モニターさん

ほたるんに聞いてみようは和やかで、
続けてほしい。（P4について）

議会モニターさん

表紙について会場全体が入っている
写真のほうが良かった。
（表紙について）

議会モニターさん

文化活動、サークル活動は健康維持に
大変役に立つと思う。更に推進してほしい。
（P22について）

議会モニターさん

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

【応募方法】
①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）
④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お受けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》 8月末日 消印有効

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

こんなご意見を
いただきました！

No.177に対する

議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。今回は昭和町農業委員会の塩田会長に取材しました。

Q 農業委員会とはどんな組織ですか？

A 農業委員会は、農地の無秩序な開発を制限するため、
市町村に設置された独立した行政組織。法改正によ
り、農業委員の選出方法が、選挙制から任命制にかわ
り、当委員会では平成29年5月17日から女性や若手農
業者を含む12名の新たな体制で活動しています。農
業委員の任期は3年。

Q 主な活動は？

A 農地法により届出、許可申請された農地に対し審議を
行います。また、農業を続けられない方の為に農地銀
行により農地の貸し手、借り手の仲介も行います。そ
の他、農地の利用状況確認の為の農地パトロールも
行っております。農地の適正な利用状況を確認し、違
反があれば是正を求め、ご協力願っています。

会長から町のみなさんへ

Q これからの委員会活動と課題は？

A 皆様もご承知のように昭和町は、山梨のほぼ中心地に
ある町です。このような、「開発地域の中の農地を守
る」と言う事は、目まぐるしく変わる情勢に対し、大変
難しく悩ましい所ですが、不耕作地・遊休農地等に対し
ては極力、再生・活性化していくよう農家の皆様にご協
力をいただけるよう努めていきます。課題といたしまし
ては、「農業経営者の高齢化」及び「農業を継承いた
だける方の減少」問題です。農地は有れど、継承者が
いない農地をどのように再生するか検討していきたい
と思います。

Q 活動で心がけていることは？

A 今までの「個の単位」での農業は経営
面では行き詰ります。これからは、農
業法人又はグループ単位での活動が
必要ではないかと思いますのでこの
ような考え方を、農業委員会で議論
検討を重ねております。

178号
（この号）を
読んでください

ヒント

昭和町議会が目指すもの
議会〇〇条例を改正し、新たなステージへ

Q
1

一般質問ここがききたい！ 今定例会の質問者数は○人！
Q
2

議員記者が行く！ ○○委員会へ取材！
Q
3
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　昭和町の農業は農業振興地域がある以上は続いてま
いります。健全な農業経営が基本ではございますが、こ
れからの昭和町の農業としては、組織立った農業経営と
して捉えて頂き「昭和町の為になる農業」を、と言う観点
から考えていただけると、考え方や見え方が少し違って
見えるかもしれません。
　ぜひ、町の皆様及び農業経営者の皆様にご協力とご理
解を求めてまいりたいと思います。

第
10
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

3月定例会で審議結果が全員賛成で可
決というのはどうかと思う。いろいろな意
見があってこその民主主義だと思うの
ですが。

メールにて（58歳・女性）

高校や大学との連携事業は
とても良いと思う。（P20について）

議会モニターさん

ほたるんに聞いてみようは和やかで、
続けてほしい。（P4について）

議会モニターさん

表紙について会場全体が入っている
写真のほうが良かった。
（表紙について）

議会モニターさん

文化活動、サークル活動は健康維持に
大変役に立つと思う。更に推進してほしい。
（P22について）

議会モニターさん

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

【応募方法】
①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）
④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お受けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》 8月末日 消印有効

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

こんなご意見を
いただきました！

ごご
No.177に対する

議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。今回は昭和町農業委員会の塩田会長に取材しました。

Q 農業委員会とはどんな組織ですか？

A 農業委員会は、農地の無秩序な開発を制限するため、
市町村に設置された独立した行政組織。法改正によ
り、農業委員の選出方法が、選挙制から任命制にかわ
り、当委員会では平成29年5月17日から女性や若手農
業者を含む12名の新たな体制で活動しています。農
業委員の任期は3年。

Q 主な活動は？

A 農地法により届出、許可申請された農地に対し審議を
行います。また、農業を続けられない方の為に農地銀
行により農地の貸し手、借り手の仲介も行います。そ
の他、農地の利用状況確認の為の農地パトロールも
行っております。農地の適正な利用状況を確認し、違
反があれば是正を求め、ご協力願っています。

会長から町のみなさんへ

Q これからの委員会活動と課題は？

A 皆様もご承知のように昭和町は、山梨のほぼ中心地に
ある町です。このような、「開発地域の中の農地を守
る」と言う事は、目まぐるしく変わる情勢に対し、大変
難しく悩ましい所ですが、不耕作地・遊休農地等に対し
ては極力、再生・活性化していくよう農家の皆様にご協
力をいただけるよう努めていきます。課題といたしまし
ては、「農業経営者の高齢化」及び「農業を継承いた
だける方の減少」問題です。農地は有れど、継承者が
いない農地をどのように再生するか検討していきたい
と思います。

Q 活動で心がけていることは？

A 今までの「個の単位」での農業は経営
面では行き詰ります。これからは、農
業法人又はグループ単位での活動が
必要ではないかと思いますのでこの
ような考え方を、農業委員会で議論
検討を重ねております。

178号
（この号）を
読んでください

ヒント

昭和町議会が目指すもの
議会〇〇条例を改正し、新たなステージへ

Q
1

一般質問ここがききたい！ 今定例会の質問者数は○人！
Q
2

議員記者が行く！ ○○委員会へ取材！
Q
3
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178

青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む
皆様にご意見・ご感想を伺いました。

住んでみて

昭和町に Vol.41

●
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員
石
原

　高明

堀

　
　門太

林

　
　和仁

金
丸

　富一
石
原

　一好

依
田

　茂巳

　十
四
年
前
、結
婚
を
機
に
主
人
の
両
親
の
住
む
昭

和
町
に
引
越
し
て
き
ま
し
た
。

　県
外
出
身
の
私
は
当
時
、知
り
合
い
も
少
な
く
、

知
り
合
っ
た
人
か
ら
も「
県
外
の
人
ず
ら
」と
言
わ
れ

る
と
距
離
を
感
じ
、さ
み
し
く
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　あ
れ
か
ら
十
四
年
、二
人
の
娘
に
恵
ま
れ
、子
育
て

を
通
し
て
沢
山
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。今
で
は
県
外

出
身
だ
と
言
っ
て
も
信
じ
て
も
ら
え
な
い
く
ら
い
地
元

に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
義
理
の
両
親

や
ま
わ
り
の
方
々
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　最
近
昭
和
町
は
大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
新
し

い
住
宅
が
多
く
建
ち
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
田
ん
ぼ
や

緑
が
多
い
し
、何
よ
り
、学
校
や
、区
長
さ
ん
を
始
め
多

く
の
地
域
の
方
々
が
子
供
達
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、

本
当
に
住
み
や
す
く
子
育
て
の
し
や
す
い
町
だ
と
思
い

ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
多
く
の
出
会
い
を
大
切
に
、地
域
の
皆

様
と
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　私
は
大
月
の
初
狩
地
区
よ
り
昭
和
町
と
縁
あ
っ
て

転
入
し
て
来
ま
し
た
。先
ず
思
っ
た
の
は
昭
和
町
に
は

山
が
あ
り
ま
せ
ん
。毎
日
、坂
道
を
登
り
降
り
す
る
事

も
無
け
れ
ば
裏
山
が
崩
れ
町
が
孤
立
し
て
し
ま
う
事

も
あ
り
ま
せ
ん
。万
一の
災
害
に
備
え
た
防
災
公
園
が

あ
り
、と
て
も
安
心
で
す
。

　昭
和
町
に
は
商
業
施
設
が
沢
山
あ
り
、又
小
中
学

校
、役
場
、総
合
会
館
や
体
育
館
、図
書
館
、郵
便
局

な
ど
公
共
の
施
設
も
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。教

育
や
福
祉
の
面
で
も
子
育
て
や
老
後
の
為
の
施
設
、保

健
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
て
住
み
良
い
町
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　春
に
は
山
伏
の
桜
の
下
で
お
花
見
。夏
に
は
周
辺
の

田
畑
や
川
へ
子
供
と
一
緒
に
昆
虫
や
小
魚
な
ど
の
観
察

に
出
か
け
た
り
し
ま
す
。

　昭
和
町
は
こ
れ
か
ら
も
道
路
や
河
川
の
整
備
、下
水

道
な
ど
の
生
活
に
密
着
し
た
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。増
々
住
み
良
い
町
へ
と
変
化
し
て
行
く

と
思
い
ま
す
。将
来
、子
供
達
へ
自
慢
出
来
る
町
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
た
い
で
す
。

昭
和
町
に
住
ん
で
み
て

快
適
で
自
然
豊
か
な
町 

昭
和
町

押
越
区

ふ
か  

さ
わ

よ
し  

み
つ

さ
ん

深
澤

　良光

築
地
新
居
区

も
ち  

づ
き

ゆ
う   

こ

さ
ん

望
月

　優子

次
回
定
例
会
は
9
月
6
日（
木
） 開
催
予
定
で
す

議
会
事
務
局

　
☎
2
7
5

-

8
8
4
2

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

昭和町に舞うホタル ： 25秒露光（5月下旬 午後11時ごろ）

山
梨
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

議
会
広
報
紙
部
門

最
優
秀
賞 

受
賞
!!
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